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スウィートオレンジの病徴 オレンジ葉上の退緑斑
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X y l e l l a  f a s t i d i o s a
英名：Citrus Variegated Chlorosis（CVC）

分布　ブラジル、アルゼンチン、パラグアイ
寄主植物　カンキツ類全般。特にバレンシアオ
レンジ等のスイートオレンジ（Citrus sinensis）
は最も感受性が高い。ポンカン等のマンダリン
オレンジ（C. reticulata）は感受性が低い。
病原菌　グラム陰性で直径が0.2－0.4ÿ、長
さが1.4－3.1ÿの桿状細菌で、鞭毛を持たず、
特有の波状の細胞壁を有している。木部導管内
に存在し、そこでのみ増殖する。本細菌は難培
養性であり、分離には特殊な培地を使用し、培
養期間も1週間から1ヶ月かかる。
　Xylella fastidiosaは、ブドウのピアス氏病（本
誌37号）やモモのホニイ病（同54号）の病原
菌でもある。しかしそれぞれの病害分離株で宿
主範囲が異なっているため、X. fastidiosaの中で
さらに系統が存在すると推測されているが、亜
種（subspecies）や病原型（pathovar）の決定
までには至っておらず、研究が進められてい
る。本病の病原細菌（以下、CVC細菌）は、血
清学的にはブドウよりもモモの系統に近いとさ
れている。
　CVC細菌は、主に接木により伝染するが、

その伝染効率は、接ぎ穂又は接ぎ芽を取った母
樹内でCVC細菌が局在することにより大きな
幅が生じる。また、ブドウのピアス氏病やモモ
のホニイ病はヨコバイ科やアワフキムシ科の昆
虫によって媒介されるが、CVC細菌の媒介虫の
特定には至っていない。
　CVC細菌の診断には、ELISAやDIBAといっ
た血清学的手法、特異的プライマーによる
PCRが開発されており、分離されたコロニー
の形態や病原性試験結果を総合して診断されて
いる。
病徴　葉の表面の葉脈間に不均一な退緑斑が現
れる。この病徴の初期段階は、亜鉛欠乏によく
似ている。り病葉が成熟するにつれ、葉の表面
は黄色に退緑し、それに対応して葉の裏面は褐
色のわずかに盛り上がったガム状の領域が現れ
る。り病樹の側枝や枝は枯れ、樹勢が衰える
が、最も感受性の品種でさえ枯死することはな
い。
　果実の大きさは著しく小さくなり、果皮は、
極めて硬くなる。品種によっては4～10個の
小さな果実が生理落果せずに固まりとなって残
る。
被害　CVCは1987年にブラジルのサンパウロ
州北西地域で初めて発生が確認され、1993年
にCVC細菌が同定された。同州では、2000年

に 2億本のスイートオレンジのう
ち、35％で本病の病徴が確認され、
直接的な損失は1億ドル以上に相当
するとの報告がある。また、ブラジ
ルの主要な他のカンキツ栽培地域で
発生が確認されており、カンキツか
らマンゴウに植替えている生産者も
いる。
防除法　CVCの防除は、まず、感
染したカンキツの穂木、台木を圃場
に入れない。また、圃場内で感染が
確認された場合は、り病枝の除去も
しくはり病樹の伐採及びヨコバイ等
の現時点における既知の媒介昆虫の
防除があげられる。
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クワコナカイガラムシ ガハニコナカイガラムシ
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ガハニコナカイガラムシ
学名：Pseudococcus calceolariae（Maskell）
英名：Citrophilus mealybug

　本種は世界に広く分布し、多種の果樹、食用
作物、観賞用植物等に寄生する本邦未侵入種で
重要なコナカイガラムシ科の害虫である。分類
上は我が国に分布するクワコナカイガラムシと
同じ Pseudococcus属に属する。本種は我が国の
輸入検疫において、オーストラリアおよび北米
～南米産カンキツ類生果実等からしばしば発見
されている。発見した場合には、その都度輸出
国植物防疫機関に通報し、輸出する植物に害虫
を付着させないよう注意喚起を行っている。
分布　オセアニア、北米～南米、ヨーロッパ、
中南アフリカ、西アジア
寄主　ミカン科、バラ科の各種果樹をはじめ、
マメ科、イネ科、ナス科、アブラナ科、キク
科、ツツジ科、クワ科など主要な作物を含む多
種の植物に寄生する。
形態　雌成虫の体型は細長い楕円形。比較的大
型の種で、体長は産卵直前には4～5㎜に達す
る。体色は暗紫赤色。体周縁部のロウ突起は
17対あり、尾端のロウ突起は他のロウ突起よ
り長く、体長の約4分の1の長さである。本種
は、国内既発生種で同属のクワコナカイガラム
シに似るが、その尾端のロウ突起が体長の約2

分の1の長さで本種より長いこと、また本種の
背面は4本の縦の暗色条線となることなどの特
徴が他種と識別する上で参考となるが、正確な
同定には雌成虫のプレパラート標本を作製し、
生物顕微鏡で分泌管の配置等を確認する必要が
ある。なお、雄成虫は小さく、1対の翅を持ち、
口器を持たない。
生態　雌成虫はロウ質の卵のう内に700個以上
産卵する。1齢幼虫は
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ふ化してから数日間、卵
のうの下で過ごした後、摂食のために分散す
る。雌は2齢幼虫、3齢幼虫を経て成虫となる。
雄は2齢幼虫の終わりに繭を作り、繭の中で前
蛹、蛹を経て羽化し、1対の翅を持つ成虫とな
る。雌成虫は性フェロモンを分泌し、多くの雄
成虫を誘引する。雌成虫は成虫になってからす
ぐに交尾するが、卵が成熟するまで数週間生存
し、産卵が終わると死亡する。本種が単為生殖
するという報告はなく、有性生殖であることが
示唆されている。ニュージーランドの実験室で
は、25℃における本種の1世代の期間（卵から
卵まで）は約60日であり、カリフォルニアに
おける報告と同様である。ニュージーランドで
は、年3世代の発生であり、オーストラリアで
は年4世代、カリフォルニアでは年3または4
世代の発生である。
被害　本種は寄主植物の葉、茎および果実に寄
生する。寄主植物を吸汁して衰弱させる他、綿
状のロウ質物を葉や果実上に分泌して外観を悪
くする。また、粘着質の甘露を分泌してすす病
菌を繁殖させ、果実の商品価値を低下させる。
特に、カンキツ類生果実の
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たの下に寄生した
場合には壊死斑が生じ、加害が激しい場合は果
実が落果する。本種は、世界各国で発生してお
り、果樹生産上重要な害虫とされており、万が
一、国内に侵入した際はカンキツ類などの主要
作物に対し、大きな被害が生じることが懸念さ
れる。
防除　従来、発生国では化学的防除として有機
リン系の接触性殺虫剤（ジメトエート）や浸透
性殺虫剤（アセフェート）等が使用されてきた
が、殺虫剤抵抗性の発達が懸念されるため、最
近では昆虫成長制御剤（ブプロフェジン）も使
用されている。また、寄生蜂や捕食性のテント
ウムシを使用した生物的防除も行われ、成功を
収めている。




